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あ　と　が　き
　未曽有の変革期のなか，目前に迫った21世紀への指針
があらゆる分野で懸命に模索されている．なかでも超少
子高齢化社会での医療・福祉分野の変革，限られた財源
で効率のよい施策は難事業である．
　巻頭言「昨今の医療をめぐって」は日常診療の場で常
に考えていなければならないことである．最近，脳死・
臓器移植の問題も本邦ではスタートしたばかりであり，
早急に納得のいく，よりよい方向に発展させなければな
らない．
　一方，個性ある大学の創造に向けて本学で新カリキュ
ラムが導入され実行に移されてきている．個々の大学の
特色がどこにあるかを，より一層明確にする必要があり，
研究に主体をおくのか，教育志向でいくのか，あるいは
両者を車の両輪の如く調和させていくのか，それぞれの
大学が個性的な目標をたてる必要がある．
　ここで本誌の編集について二三のべたい．今後，各分
野の研究における現在のコンセプトをわかりやすく解説
した論文，学会ニュースなどの情報欄のとり込みなども
考慮しては如何．さらに投稿規定でインフォームド・コ
ンセントや倫理上の問題に関する認識の重要性が増して
いることを強調しては如何．数年前に他誌に本誌のある
論文が引用されているのが散見された．たとえ症例報告
であっても貴重なもの，まれなものなど1例1例を大切
に，そして科学的論文としての質を高めることに精力を
注ぎたいものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（斉藤利彦　記）
幹事会（要旨）（平成9年10月）
1．学長（再任），病院長，副学長の任期満了に伴う交代
　で医学会幹事会会長，副会長が次のようになったこと
　が報告された．（会則第11条）
　　渋谷　健会長（再任）
　　伊藤　洋副会長（再任），小柳泰久副会長（新任，
　　旧庶務幹事）
2．第140回医学会総会の進行状況について報告があっ
　た．
　　シンポジウムタイトル：ストレスと情動・循環
　　特別講演：長尾　桓主任教授，鈴木　衛主任教授
3．臨床懇話会の報告があった．
　開催予定
　　第274回　10月28日　整形外科学
4．編集状況の報告ならびに編集について討議した．
5．基金の活用方法について種々討議した結果，次年度か
　ら「賞」として実施することにした．実施方法等にっ
　いては小委員会を設けることとし，林会計幹事に一任
　された．
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